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　　　犬とねこと人間と
　　　　　　三年一組　あゆ川　まさひろ
　一日に千びきの犬やねこが、ころされているなんて、ぼくは知らなかったです。かわいそうで仕方なかったです。

　八月七日土曜日に、けんみん交流センターで「犬とねこと人間と」というえい画を見ました。その時心に強く残った思いです。

　お父さんの知り合いの花屋さんが、のらねこのボランティアをしています。その花屋さんは、ねこエイズや白けつ病などのでんせん病のねこや、交通事故で手足をけがしたねこ

人間にぎゃくたいされたり、すてられたねこをほごしています。またそういうねこをかってくれる、里親探しもしています。その人にこのえい画があることを教えてもらい、見る事になりました。

　えい画では、かわいそうな犬やねこがたくさんでてきました。人間がかえなくなってすてられた犬、親ねこが生んだたくさんの子ねこが、ほけん所につれてこられて、全国で、一年間に三十万びき、一日にやく千びきがころされているそうです。野らねこを一生けんめいせ話する人や、ほご活動をしている人もたくさんでてきました。もらったパンフレットに「五才になる三びきのメスの犬、さくらちゃん、らんちゃん、あきちゃんの家がなくてこまっています。」とありました。ぼくの家はかりている所なので、犬やねこはかえません。「だれかかわいそうな犬やねこをかってくれる人がいたらいいな」と思いました。
　えい画を見た後、花屋さんに聞いてみました。「どうしてボランティアを始めたんですか。」「かわいそうなねこたちが、たくさんいたのでたすけてあげたかったからよ。」と、教えてくれました。

　それから、ほけん所にも聞いてみました。
　「かごしま市のじょうきょうは、どうですか。」

　二千九年、犬が、二百九十七ひき、ねこが

千三百五十一ひきが、ころされたそうです。

　今家では、七年かっているミドリガメ、四年かっている金魚、この前つかまえたかぶと虫がいます。

　ぼくは、今かっている生き物を大事に育てたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
